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1 標準的ライフコースとセーフティネット

「セーフティネットとは、サーカスの綱渡りや空中ブランコの下に張られた安全網に由来する比喩である。その上
には、最後まで渡りきることのできるロープが張られていることが想定されていた。〔……〕だが、この比喩自体
は、現状にあまりそぐわないものとなっている。なぜならば、今や多くの人々が向こうまで渡りきるためのロープ
を見出せないでいるからである。」 (宮本 2009: 31–32ページ)

人口のかなりの部分が安定的なライフコースにのっていないとセーフティネットも維持できない.

2 現代日本社会の標準的ライフコース

人生の3つの段階と、日本型の標準的な生活保障の手段 (これらから外れた場合→親子以外の親族による扶養＋公的扶助)

少年期: 親による扶養 ＋公教育
中年期: 正規雇用・安定的な結婚・稼ぎ手モデル
高齢期: 年金給付 ＋子供による扶養

日本の従来の生活保障の仕組みの特徴として、次のことがあげられる：

• 親子関係・夫婦関係への依存が大きい (生活保持義務、私的扶養優先の原則)

• 公的な社会保障は高齢期に集中
• 貧困の削減が社会的な目標になっていない (阿部 2008: 96ページ)

3 近年の変化とリスクの増大

• 非正規雇用の増加
• 未婚化、離婚の増加
• 高齢化（→ 年金制度維持コストの増大）
• 高学歴化（少年期の長期化）

従来の社会的な仕組みの機能不全

• 女性のM字型雇用、離婚制度の不備 →離婚の増加にともなって問題が深刻化 (Tanaka 印刷中)

• 企業内訓練を中心としたキャリア形成がおこなわれてきたため、企業外での職業訓練の場に乏しい →雇用の不安定化に
対応できない

• 業界別の社会保険システム →高齢者間の格差

高齢者の問題はすこし別 (戦前の教育システムやイエ制度の影響)
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